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Comprehensive evaluation of water sorption, solubility, degree of 

conversion, and long-term dentin bond strength of self-adhesive  

resin composites 

（自己接着性レジンコンポジットの吸水性、溶解性、転化度、  

長期象牙質への接着強さの総合的評価解析） 
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 自己接着性流動性コンポジットレジン (SAC) は、接着手順の技術的影響を

排除し、修復手順を簡素化するために開発された。この研究では、異なる5つ

のSACの結合性能、吸水性と溶解性、変換度を比較・評価した。 

 SACには、4つの市販のSACと1つの実験用SACを使用した。SACの象牙質へ

の接着能は、24 時間と6か月間水中保管したサンプルに対し、マイクロテンシ

ルボンディング (µTBS) テストを使用して評価した。吸収性および溶解性に対

する分析は ISO 4049:2009 に従って行われた。変換の程度は、モジュール式共

焦点ラマン分光器を使用して測定した。µTBSの結果は、Kruskal-Wallis および

グループのペアワイズ比較を使用して分析した。吸水性の結果は、Welch の 

ANOVA および Tamhane 検定を使用して分析した。溶解性の結果は、一元配

置分散分析およびボンフェローニ検定を使用して分析した。変換度の結果は、

一元配置ANOVAとHolm-Sidak検定を使用して分析した。 

 CSおよびVFは、24時間および6か月の保存において、FS、HF、およびFLよ

りも統計的に有意に低いµTBSを示した (p < 0.05)。24時間保管と6か月保管の

いずれにおいても、FSとVF はそれぞれ最高値と最低値を示した。6か月保存

後、FSのµTBS は有意に減少した (p < 0.05)。一方、HF、FL、CS、およびVF

では有意差は認めなかった。FLおよびCSは、他の実験群より低い吸収性を示

した (p < 0.05)。溶解度に関しては、FLとVFがそれぞれ最低値と最高値を示し

た (p < 0.05)。 変換率に関しては、FSとHFが最も高く (p < 0.05)、VFが最も低

かった (p < 0.05)。 



 SACは、技術的な差が生じにくい材料と考えられているため、効率的な修復

処置を可能にする材料とみなすことができる。しかしながら、本研究結果から

SACの結合性能と物理的特性は限定的であることが明らかとなった。したがっ

て、SACの適応は応力が低い、またはほぼからない小さな窩洞に限定されると

推察される。 


